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協会だより 

と や ま 

◆ 第１３回とやま発明賞表彰式の開催（科学技術週間事業） 

◆ 少年少女発明クラブ懇談会の開催（科学技術週間事業） 

◆ 一般社団法人富山県発明協会理事会、総会の開催 

◆ 第５０回富山県発明とくふう展実行委員会の開催 

◆ 平成２４年度少年少女発明クラブ審査会の開催 

◆ 第３２回ワンパク発明教室の開催 

◆ 平成２４年度上期理事会の開催 

◆ 中部地方発明表彰式の開催 

◆ 特許等取得活用支援事業の紹介 

◆ 新入会員の紹介 

◆ １０月～２５年３月 行事予定 
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 第１３回とやま発明賞表彰式の開催（科学技術週間事業） 

平成２４年４月１８日（水）に富山県民会館で「第１３回とやま発明賞」表彰式典が執り行わ

れました。 

＜出席者＞ 

会長 北村耕一郎､富山県商工労働部長 荒木勝､当協会副会長 平野治親､米田祐康､常任理事 木

田博久､理事 (株)宮本工業所 宮本次郎､(株)タカギセイコー 高木章裕､富山県商工企画課長 夏

野光弘､工業技術センター企画管理部長 土肥義治､(有)吉田構造デザイン 吉田博､小橋建築 小

橋秀樹､(株)ティーアンドティー・タカマツタテグ 高松くみ子､ライフケア(株) 広川諭、ナカオ

テクニカ(株) 石﨑敏明 

【北村会長挨拶】（要旨） 

本賞は、去る３月２７日に開催されました選考 

委員会において１２件の候補の中から選定され、 

本日ここに、めでたく受賞されます皆様方に対し 

て心からお祝いを申し上げます。 

本賞が設定されましたのは、我が国において、 

明治１８年４月１８日、つまり西暦１８８５年に 

現行の特許法のもとであります「専売特許条例」 

が公布されました日を記念致しまして、毎年４月 

１８日を「発明の日」と定めて、この日を含む前後一週間を「科学技術週間」として、全国で

各種の記念行事を催しているところであります。 

私共、富山県発明協会と致しましては、県内の中小企業において発明、考案された優秀な案

件の中から、その実施効果の顕著なものをたたえ、一層の創造性の向上と実用化を促すことを

目的として、本「とやま発明賞」を、その先にありました、高木発明賞を引き継ぐ形で、平成

１２年から今年で第１３回目の表彰を行っているものであります。本賞の創設以来、今日まで

受賞された方々の中には、受賞作品が、その企業の主要商品となって成功されているものも数

多くあり、これは本賞の意味から考えても、大変喜ばしいことであります。 

本日受賞されます皆様には、本賞受賞を機に、一層、研鑽を積まれまして、各々の企業にお

かれましては、今後益々発展することをお祈り申し上げます。 

式典では、北村会長の挨拶の後、賞の贈呈に移り、(有)吉田構造デザイン代表取締役吉田博氏

に富山県知事賞と高木特別賞及び発明協会のカギが彫刻された楯が授与され、他の４名の方々に

富山県発明協会会長賞と楯が授与された。その後、富山県知事代理として出席された荒木勝富山

県商工労働部長から知事祝辞があり、式典終了後全員で記念写真を撮影。 

 

第１３回とやま発明賞発明課題と受賞者 

◎富山県知事賞、高木特別賞 

 『既設ワイヤロープ金網式落石防護柵の補強技術』(有)吉田構造デザイン 代表取締役 吉田博 

既設のﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ金網式落石防護柵（以下、ｽﾄｰﾝｶﾞｰﾄﾞと略称する）の金網、ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟを取外
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すことなく、また、支柱の H型鋼を加工することなく、既設のｽﾄｰﾝｶﾞｰﾄﾞの強度を 2～3倍に

能力ｱｯﾌﾟする。 

 

◎富山県発明協会会長賞 

 『防湿性及び高気密・高断熱性を有した壁構造及びその施工法』小橋建築 小橋秀樹 

施工性に優れ、施工品質確認時に不良箇所があっても容易に補修することが出来る工法。発

泡ｳﾚﾀﾝから内壁仕上材までの密閉性、壁構造体内部への水蒸気の侵入を防止、壁内に留まろう

とする水蒸気を外部へ排出しやすくすることを特徴としている。 

 

◎富山県発明協会会長賞 

 『（ｵﾚｯﾄｾｰﾌﾃｨｰ）セレクトワンツードア F型』 

(株)ティーアンドティー・タカマツタテグ 代表取締役 高松俊郎 

ｾﾚｸﾄ蝶番ｼｽﾃﾑを使用した 2 枚折省ｽﾍﾟｰｽﾄﾞｱ。ｾﾚｸﾄ蝶番ｼｽﾃﾑは、安全性、ﾃﾞｻﾞｲﾝ性、強靭性、

操作性に優れた新ｷﾞｱ蝶番ｼｽﾃﾑである。安全ｶﾊﾞｰ一体型の蝶番ｼｽﾃﾑであり、さらには指挟みの

危険な隙間もほとんどない折戸蝶番ｼｽﾃﾑである。また、この F型は内外どちら側からでも開閉

可能である。 

 

◎富山県発明協会会長賞 

 『ストレス測定用機能性パッチ』ライフケア(株) 代表取締役 横井秀輔 

本発明は精神性発汗量の半定量によってストレスの状態などを測定する傷絆創膏状の皮膚

貼付剤。人体の生理現象として、ストレスや緊張によって手掌や足の裏から精神性の発汗があ

る。本発明はこの精神性発汗量を塩化コバルトの変色の度合いから測定することによって、ス

トレスの度合いなどを測定することができるパッチ剤で、測定時間は 1分用、3分用などがあ

り、目的によって使い分けることができる。多数の人のストレス状態を同時に測定できるので、

学校の教職員や生徒、病院の職員や患者などの体調管理などの目的にも使われている。 

 

◎富山県発明協会会長賞 

『バイス内蔵型吸着テーブルおよびこれを備えるマシニングセンタ』 

ナカオテクニカ(株)代表取締役 中尾俊雄 

樹脂の切削加工用マシニングセンタで、そのテーブル内に材料保持用のバイス機構や真空吸

着機能を備えさせることで従来に無い、便利で使いやすいものにする事が出来た。 
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 少年少女発明クラブ懇談会の開催（科学技術週間事業） 

４月１８日（水）、富山県民会館において、平成２４年度少年少女発明クラブ懇談会を開催し

ました。 

＜出席者＞ 

副会長 平野治親､発明クラブ統括指導員 里幸夫、同 池田紅子、高岡少年少女発明クラブ 助野

寛子、同 五十里祐子、砺波市少年少女発明クラブ 水木護、黒部少年少女発明クラブ 勝田栄造､ 

小矢部少年少女発明クラブ 大谷嘉一､同 宮田隆志､立山町少年少女発明クラブ 岩峅咲由里､県

商工企画課 窪田瞳子 

 「とやま発明賞表彰」と並んで「科学技術週間」の協賛行事の１つとして開催している当クラ

ブ懇談会は、平野副会長の挨拶の後、第１議題「少年少女発明クラブ運営状況について」、第２

議題「平成２４年度少年少女発明クラブ関係事業について」等について、日頃クラブ運営に携わ

っておられる指導者の方々と忌憚のない意見交換が行われました。 

 

 一般社団法人富山県発明協会理事会、総会の開催 

５月２３日（水）、ＡＮＡクラウンホテルプラザ富山において、一般社団法人富山県発明協会

理事会、総会を開催した。 

＜理事会 出席者＞ 

【会長】北村耕一郎 

【副会長】平野治親､米田祐康､荒木勝 

【常任理事】阿見秀一､武内繁和､木村準、 

北村彰浩､木田博久､笠井千秋､菅田益司､ 

広澤勲 

【理事】高田順一､長田宏泰､土肥義治､ 

夏野光弘､小林陽一 【監事】戸口誠芳 

＜総会 出席者＞ 

総会出席会員数１５６名（内訳 出席者３７名 委任状提出者 １１９名） 

 

【北村会長挨拶】（要旨） 

我が国の経済環境は、デフレ経済の上に、為替に於いては超円高が進行し国内の景気は、依

然として低迷しております。昨年に、当協会の創立７０周年の節目を終えて、今年は更なる発

展に向けてのその第一歩となります。 

当協会としましては、今後一層発明考案の奨励及び創意工夫の高揚に関する事業、青少年の

創造性開発に関する事業、知的財産権制度の普及啓発等に関する事業等を推進してまいります。

当協会の平成２３年度事業につきましては、会員皆様のご協力によりまして、滞りなく行うこ

とが出来ましたことを厚くお礼申し上げます。 
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北村会長の挨拶の後、開会に先立ち、事務局より出席者数に関し、理事総数３１名、出席者数

１７名であり、当協会の定款第３０条の理事会の成立要件を満たしていることを報告し、会長が

議長を務める旨宣した。また、議事録署名人として広澤勲常任理事、木田博久常任理事を選任し

て議事に入った。 

 議事では、事務局より第１号議案「平成２３年度事業報告および同収支決算書」、第２号議案

「平成２４年度事業計画および同収支予算案」の説明があり、審議の結果、何れも原案の通り承

認された。 

総会では、総会員数１７０名の内、出席者３７名、委任状提出者１１９名合計１５６名で会員

総数の２分の１以上の出席があり、総会成立の要件を満たしていることが報告された。会長が議

長を務め、議事録署名人として広澤勲常任理事、木田博久常任理事の２名を選任し、議事に移っ

た。議事では先の第２号議案まで審議され、何れの議案も承認された。 

 

 第５０回富山県発明とくふう展実行委員会の開催 

６月１４日（木）、富山県民会館において第５０回 

富山県発明とくふう展実行委員会を開催した。 

＜出席者＞２２名（ ）内は代理出席者 

【実行委員長】会長 北村耕一郎 

【実行委員】副会長 平野治親､副会長 森政雄､副会長 

米田祐康､富山県工業技術センター企画管理部長 土肥義 

治､富山市工業政策課長 竹内潤､滑川市商工水産課長 碓 

井善仁､富山県新世紀産業機構産学官連携推進センター 

部長 藤城敏史､富山県総合教育センター所長 橋本芳夫､ 

富山大学名誉教授 吉川和男､常任理事 宮田信道､常任理事 廣澤勲、少年少女発明クラブ総括指

導員 池田紅子 

代理出席者：常任理事 佐々裕成(稲田秀人)､富山県商工企画課長 夏野光弘（窪田瞳子）､富山県

教育委員会県立学校課長 木下晶（吉田学）､黒部市産業経済部次長・商工観光課長 林高好（高

野正規）､魚津市商工観光課長 武田寛(冨居幹生)､射水市商工観光課長 片岡幹夫(福井有希夫)､高

岡市産業振興部次長・産業企画課長 水上哲(落合大輔)､氷見市商工観光戦略課長 藪田栄治（尾

山典子）､南砺市商工課長､原田司(丸田清勝) 

第１号議案「第４９回富山県発明とくふう展並びに第２０回富山県未来の科学の夢絵画展事業 

報告」 

第２号議案「第４９回富山県発明とくふう展並びに第２０回富山県未来の科学の夢絵画展収支 

決算報告」 

第３号議案「富山県発明とくふう展審査規定並びに富山県発明とくふう展開催要項及び富山県 

未来の科学の夢絵画展開催要項の一部改正について」 

第４号議案「第５０回富山県発明とくふう展並びに第２１回富山県未来の科学の夢絵画展開催 
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計画」 

第５号議案「第５０回富山県発明とくふう展並びに第２１回富山県未来の科学の夢絵画展予算

案」 

第６号議案「実行委員の役割分担等案」が審議され、何れも承認された。 

 

 平成２４年度少年少女発明クラブ審査会の開催 

 ６月１４日（木）、富山県民会館において平野副会長が審査長を務め、平成２４年度富山県少

年少女発明クラブ奨励金交付審査会を開催した。 

＜出席者＞４名（ ）内は代理出席者 

副会長 平野治親､富山県商工企画課長 夏野光弘(窪田瞳子)､発明クラブ総括指導員 里幸夫、

同 池田紅子 

 県育成クラブへの支援は、公益社団法人発明協会 

設置クラブとは別に富山県独自に青少年の発明意欲 

と創意工夫の向上を目的に昭和５９年から行ってい 

る。新設クラブには活動費として初年度１０万円、 

２年目は７万円、３年目以降は５万円の活動費が補 

助される。今回も新設の１クラブと継続の５クラブ 

総数３２クラブの事業計画や予算等を審議し、何れ 

も承認された。 

富山県少年少女発明クラブ総数３２ 

◎発明協会育成少年少女発明クラブ 

【公益社団法人発明協会育成少年少女発明クラブ 】５クラブ 

高岡少年少女発明クラブ 黒部少年少女発明クラブ 小杉少年少女発明クラブ 

砺波市少年少女発明クラブ 小矢部少年少女発明クラブ  

【富山県育成少年少女発明クラブ】６クラブ 

白萩西部少年少女発明クラブ 陽南少年少女発明クラブ 戸出西部少年少女発明クラブ 

氷見市海浜少年少女発明クラブ 柳町少年少女発明クラブ 氷見市児童館少年少女発明クラ

ブ(新設) 

【一般社団法人富山県発明協会育成少年少女発明クラブ】２１クラブ 

井波少年少女発明クラブ 中太閤山少年少女発明クラブ 窪みどり少年少女発明クラブ 

堀川南少年少女発明クラブ 大島少年少女発明クラブ 山室中部少年少女発明クラブ 

星井町少年少女発明クラブ 古府少年少女発明クラブ 戸出東部少年少女発明クラブ 

入善町少年少女発明クラブ 朝日町少年少女発明クラブ 福岡町少年少女発明クラブ 

大久保少年少女発明クラブ 立山町少年少女発明クラブ 寺家少年少女発明クラブ 

大谷少年少女発明クラブ 南加積少年少女発明クラブ 利賀少年少女発明クラブ 

福沢少年少女発明クラブ 東五位少年少女発明クラブ 木津少年少女発明クラブ 
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 第３２回ワンパク発明教室の開催 

ワンパク発明教室は、児童・生徒の創造性の育成と発明意欲の向上を目的に毎年とやま科学技

術週間に開催しているが、今年度は、８月１日（水）富山新聞高岡支社、８月２日（木）北陸電

力エネルギー科学館・ワンダーラボの高岡、富山の２会場で、第３２回目のワンパク発明教室を

開催した。 

今回のテーマは、「親子でラジオ教室」で、小学 1年生から小学６年生までの親子が２会場合

わせて３８組７６名参加し、富山エフエム放送(株)と村田製作所の協力の下に進めた。 

 参加者は、親子で協力して、基板にコンデンサーを 

差し込み、導線でスイッチをつなぎ、ラジオを両会場 

とも全員完成させた。児童らは、ラジオから音が流れ 

ると歓声を上げ、完成品にカラーペンで絵を描くなど 

理科の楽しさ、ものづくりの魅力に触れていた。また、 

その後、富山村田製作所によるロボットデモンストレ 

ーションが行われた。 

 

 平成２４年度上期理事会の開催 

 １０月１日（月）、富山県民会館にて平成２４年度 

上期理事会を開催した。 

＜上期理事会 出席者＞ 

【会長】北村耕一郎 

【副会長】平野治親､米田祐康､荒木勝 

【常任理事】阿見秀一､北村彰浩､木田博久､笠井千秋､ 

廣澤勲 

【理事】村井史朗､長田宏泰､吉田保雄､土井義治､大谷嘉一､小林陽一､開口宗昭 

【評議員】林 忠司､花方敏之 

【北村会長挨拶】(要旨) 

当協会は、昨年の４月１日より、一般社団法人富山県発明協会となり、独立法人として、更

なる発展に向けて取り組んでいるところであります。 

本年度の上期の事業につきましては、昨年に引き続き、４月に第１３回とやま発明賞表彰式

と富山県少年少女発明クラブの懇談会、６月には、富山県少年少女発明クラブの審査会等を開

催して参りました。そして８月には、今年で３２回目となりますワンパク発明教室を平野副会

長のお世話で富山・高岡の両市で開催するなど当協会の事業を推進して参りました。また、当

協会の従来からの各種委託事業に加えまして、今年度も知的財産奨励を目的とする中部経済

産業局からの委託事業を富山・高岡に事務所と専任職員を置き、推進しているところであり

ます。 
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これらの事業を通じ、当協会は、県内の中小企業、一般企業の技術開発への支援や知的財

産権の確立と保護に向けた取り組みを行って参った次第であります。 

 理事会では、北村会長の挨拶の後、開会に先立ち、事務局より出席者数に関し、理事総数３１

名、出席者数１6 名であり、当協会の定款第３０条の理事会の成立要件を充足し、会長が議長を

務める旨宣した。議事録署名人広澤勲常任理事、木田博久常任理事を選任して議事に入った。 

 事務局より第１号議案「平成２４年度上期事業経過報告」、第２号議案「平成２４年度下期事

業計画」の説明があった。また、一般社団法人として独立した運営により、来年４月から一般社

団法人としての規約を守って事業を運営して行くため、従来からの理事の代理人の出席は、評議

員を含めて認められなくなった事が説明され、審議の結果、何れも原案の通り承認された。 

 

 中部地方発明表彰式の開催 

１０月２日（火）に愛知県名古屋市の名古屋商工会議所において平成２４年度中部地方発明表

彰式が開催され、当協会からは北村会長、平野副会長、吉田事務局長が出席した。 

 

本年度の当協会の受賞者は下記のとおり。 

◎中部経済産業局長賞 

「自動車シート用スライドファスナー」 ＹＫＫ株式会社ファスニング事業本部商品開発セ

ンター 下野武千治 柳生彰寛 

同上 実施功績賞 ＹＫＫ株式会社 代表取締役社長 猿丸雅之 

◎富山県知事賞 

「横型定風量自然換気ユニット」 三協立山株式会社三協アルミ社技術開発企画部 間戸隆行 

株式会社ナガエ開発部 河端之雄 

◎富山県発明協会会長賞 

「工作機械のツールアンクランプ装置」 株式会社スギノマシンプラント機器事業部 氷見太 

 

 特許等取得活用支援事業の紹介 

 中部経済産業局が行う特許等取得活用支援事業を平成２３年度に引き続き平成２４年度も富

山県発明協会が受託しています。知的財産権に関する制度の紹介、特許取得に関する諸問題など

の相談にあたり、中小企業の支援と知的財産の啓蒙、普及を図る。 

 ９月末までの実績としては、相談件数(電話、訪問)が２３１件で目標に対する達成率５８％、

知財専門家による支援は６０件で目標に対する達成率６０％、周知活動１４１件及び支援活動 

３５件で目標に対する達成率１３５％、インターネットによる特許等の出願件数は７１件。 

 

◎富山･高岡知財総合支援窓口の設置 

  富山知財総合支援窓口  富山市高田５２７番地 富山県総合情報センタービル内 
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富山県新世紀産業機構 中小企業支援センター２階 

高岡知財総合支援窓口  高岡市二上町１５０ 富山県工業技術センター内 

富山県発明協会内 

窓口支援担当者     富山知財総合支援窓口 石田哲義（いしだ てつよし） 

              高岡知財総合支援窓口 河原茂 （かわはら しげる） 

 

 新入会員の紹介 

 下記の方々が新しく当協会に入会されました。 

【法人会員】 

昭北ラミネート工業株式会社代表取締役 中川雄介 富山市飯野１－１ 

メカ工房代表 板倉博人 魚津市寿町７８－２０ 

【個人会員】 

田中健一 富山市上冨居 

 

 １０月～平成２５年３月の行事予定 

開催日時 項  目 開催場所 

１０月２０日（土）、２１日(日) 

  ９：００～ 

第５０回富山県発明とくふう展及び 

第２１回富山県未来の科学の夢絵画展 

富山市民プラ

ザギャラリ－

Ａ,Ｂ,Ｃ 

１１月２日（金） 

  １４：００～ 

第６５回北日本新聞文化功労賞贈呈式 富山第一ホテ

ル 

１１月７日（水） 

  １３：３０～ 

第２５回大谷科学賞表彰式 富山県庁３階 

特別室 

１１月１９日（月） 

  １５：００～ 

第５０回富山県発明とくふう展及び 

第２１回富山県未来の科学の夢絵画展表彰式 

県民会館 

３０４号室 

１２月１２日（水） 

  １３：３０～ 

第５０回富山県発明とくふう展及び第２１回

富山県未来の科学の夢絵画展実行委員会 

県民会館 

７０２号室 

２月 ７日（木） 

       １３：３０～ 

富山県発明実施化奨励金交付事業審査会 県民会館 

７０３号室 

３月１２日（火） 

       １１：００～ 
第１４回とやま発明賞選考委員会 

県民会館 

３０７号室 

３月１２日（火） 

          １２：１５～ 
予算理事会 

県民会館 

３０２号室 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮田特許事務所 

弁理士 宮田 信道 
      弁理士 山川 正男 
      弁理士 倉谷 達則 

〒939-8205富山市新根塚町 2-8-2 

TEL 076-423-5433 
FAX 076-423-5434 

 

大谷特許事務所 

弁理士 大谷 嘉一 

〒933-0023高岡市末広町 14-45 

 

TEL 0766-29-0860 
FAX 0766-29-0861 

 

 

開口国際特許事務所富山支所 

弁理士 開口 宗昭 

〒939-1376砺波市平和町 3-15 

パールシティビル２階 

TEL 0763-33-7760 
FAX 0763-33-7765 

 

 

小林特許事務所 

弁理士 小林 陽一 

〒933-0021高岡市下関 1番 16号 

ぶどうやビル 2階 

（読売会館向かいの「葡萄屋書店」の 2階） 

TEL  0766-21-2665 

FAX   0766-21-2668 

富山県内特許事務所の弁理士が、会員皆様の特許等の出願・審判・

訴訟などのお力になります。お気軽にご相談下さい。 

広沢国際特許事務所 

弁理士 廣澤 勲 

〒930-0008富山市神通本町 1-3-16 

エスポワール神通２階 

TEL 076-433-7200 
FAX 076-433-7204 

 

 

恒田国際特許事務所 

弁理士 恒田 勇 

〒930-0007富山市宝町 1-3-17 

      サンコーポ３階（富山駅前） 

TEL 076-433-0473 
FAX 076-433-1225 

 


